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　拝啓　初秋の候、貴球場には益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。
　昨今、世界中で喫煙問題が取り沙汰されています。近日では５月31日の世界禁煙デーに関連し、厚生労働省は禁煙週間を設け、喫煙規制に関する様々な動きが報道されておりました。

　また、2003年５月に施行された健康増進法では、ホテルなどの施設管理者にも受動喫煙を防止する措置が求められております。さらに、2005年２月27日には健康に関する世界初の国際条約「タバコ規制枠組み条約」が発効し、批准国である日本は国家として受動喫煙の防止につとめ、その状況をモニタリングしていくことが定められました。

　このたび、私どもは標記の厚生労働省の研究事業（平成17〜19年）の一環として、プロ野球球場やサッカー場などの大規模施設における受動喫煙対策の実態について調査をおこなうことになりました。つきましては、貴球場におかれましても、上記の趣旨を十分にご理解頂きました上で、調査にご協力頂けますようお願い申し上げます。

なお、昨年度に行いました４つのドーム球場における粉じん濃度の調査結果はすでに産業医科大学ホームページ（http://www.tobacco-control.jp/）に掲載しております。また、下記の文言についても実際のドーム球場における事例を写真付きでホームページに掲載しておりますので、アンケートに回答される際に参考になると思います（別紙としても同封）。

　注１「売店とその周囲の通路」

　注２「喫煙室＝出入口以外に開口部分がない空間」、

　注３「喫煙コーナー＝場所を決めただけの対策」

　注４「観客席および観客席と連続する空間」

　注５「天井の垂れ壁」

最後になりましたが、貴球場が受動喫煙防止対策を励行され、安全・安心・快適な施設として益々発展されることを心よりお祈り申し上げます。

敬具
 *本研究事業については厚生労働省のHP厚労省＞研究事業＞（６）健康づくりに関する研究分野をご参照下さい。 　  

  http://www.mhlw.go.jp/wp/kenkyu/koubo05/kh05c.html
　なお、本調査で得られた調査結果は研究のためにのみ使用し、回答された方の個人情報が部外者に漏れないように
  配慮致します
参考：健康増進法第25条「学校、体育館、病院、劇場、観覧場、集会場、展示場、百貨店、事務所、官公庁施設、飲食店、*その他の多数の者が利用する施設を管理する者は、これらを利用する者について、受動喫煙（室内又はこれに準ずる環境において、他人のたばこの煙を吸わされることをいう。）を防止するために必要な措置を講ずるように努めなければならない。」













